
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.124 

 中一色川橋は、第二東名高速道路の清水ＩＣ（仮称）と吉原ＪＣＴ（仮

称）の間に架橋される橋長 535.4m、最大支間長 130m の 5 径間連続波形鋼

板ウエブ箱桁橋です。 

 本橋は、波形鋼板を架設材として利用する RapCon/RW 工法を広幅員１

室箱桁断面（全幅員 17.43m）に適用して、現場施工の省力化、急速化を図

っています。 

◆一般図 

な か い っ し き か わ ば し

中一色川橋  

 断面図   ◆橋梁諸元 

   工 事 名：第二東名高速道路中一色川橋（ＰＣ上部工）上り線工事 

   発 注 者：中日本高速道路㈱東京支社 

   設 計 者：三井住友建設㈱ 

   位  置：静岡県静岡市清水区小河内 

   道路規格：第１種１級Ａ規格 

   形  式：ＰＣ５径間連続波形鋼板ウエブ箱桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：535.4m(71.3m+3@130.0m+71.3m) 

   総 幅 員：17.43m（有効幅員 16.50m） 

   架設工法：張出し架設工法 

   ＰＣ鋼材：主鋼材：SWPR7B 12S15.2（ディビダーク工法：内ケーブル） 

                      SWPR7B 19S15.2（ディビダーク工法：外ケーブル） 

            SWPR19 1S28.6（SM 工法：プレグラウト鋼材） 

        横 締：SWPR19 1S28.6（SM 工法：プレグラウト鋼材） 

 平面図   

 側面図   
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◆工程表 

◆構造･施工概要 

１）RapCon/RW 工法による合理化施工（PCN64 津久見川橋、71 信楽第七橋 説明図参照） 

 本橋は、RapCon/RW(Rapid Construction of Ripple Web)工法を採用し施工の合理化を図っています。RapCon/RW 工法には 

以下の特徴があります。 

 ①移動作業車内の３つの施工エリア（波形鋼板架設、下床版施工、上床版施工）にて、同時に作業することにより、サイク

ル施工の短縮を図っています。 

 ②先行して架設した波形鋼板上に移動作業車を設置し、その荷重を波形鋼板に負担させることで、移動作業車構造を簡略化

しています。 

 ③最終ブロックの上床版を打設する前に波形鋼板を先行して連結するため、最終ブロックの張出し架設鋼材が不要となり、

ＰＣ鋼材量の低減が可能となります。 

 

２）床版の場所打ち施工 

①従来のRapCon/RW 工法では、プレキャストリブおよびＰＣ板を用いた合成床版構造を採用していますが、本橋は張出し

架設ケーブルに内ケーブルを使用するため、場所打ち床版としています。また、広幅員１室箱桁断面であるため、リブ付

き床版構造を採用しています。このリブ内には横締ＰＣ鋼材を配置しています。 

 ②床版のコンクリートを場所打ちにすることで、プレキャストリブ等の重量物がないため、揚重設備を簡略化することがで

きます。なお、波形鋼板は橋面上を台車にて運搬し、移動作業車に装備した揚重装置にて架設を行います。 

  

 波形鋼板架設    Ａ２から工事全景    張出し架設状況   
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詳 細 設 計

準 備 工

脚 頭 部 工

柱 頭 部 工

橋 体 工

橋面工・付属物

片 付 け 工
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